
１０月以降のスクーリングに関してご連絡させていただきます。 
 
今後、秋冬に想定されている第３波の流行のことも考慮し、また、通学制の大学で対

面授業を開始した多くの大学で感染のクラスタが発生していることを考えると、今後の

感染状況については予測が難しいものの、危機管理レベルを大幅に緩和することは

難しい状況と判断し、本学としては依然として危機管理レベル２を維持し、 
学生は原則として zoom による自宅等受講、教員も自宅等からの講義としておりま

す。 
それに伴い、今年度中（２０２１年３月末まで）のスクーリングについても原則として上

記同様の形として進めることとなりました。 
また、今年度のみならず、来年度以後においても、 多くの科目では、基本的に 
Zoom による自宅受講を中心にスクーリングを配置し、学生の皆さんにとって幅の広

い学びの方法を展開する予定です。 
一方で、対面でしか得られない「学び」についても、感染状況が緩和された場合には、

その時点で対面の授業を可能な限り開講していくことも考えております。 
 
新型コロナウイルス感染症のパンデミック状況下で、大学の高等教育のあり方が大き

く見直され、新しい形を模索していく動きが始まっており、本学は、コロナ禍の中でも、

またコロナ収束後においてもその先頭に立って、 「通信制」大学の経験を活かしつ

つ、対面の授業とオンライン授業のそれぞれの特質や意味を考慮して組み合わせ、

必要な「学び」を提供するシステムを構築していきたいと考えています。 
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